










1 200）のカメラ 7 台を用いて，1

分間の動画を合成するためには，約 1

日の処理時間がかかります．各画素に

奥行き方向の情報を持たせ，多層のレ

イヤを書き込むため，時間がかかって

しまいます．ただし，GPU （Graphics 

Processing Unit）を用いて実装す

ることにより，合成処理を高速化する

ことは可能です．現在は，リアルタイ

ム配信に向けて，合成処理の高速化に

取り組んでいます．

　委員：複数のカメラの配置はどのよ

うに決めているのですか？

　磯貝：撮影対象によって配置を決め

ています．たとえば，横に長いものな

ら横に並べ，全方位を見たければ円形

に並べます．

　委員：MVC のような画像処理技術

はどのようなプロセスで開発されるの

ですか？

　志水：まずやりたいこと，開発した

いこと，最終的にどんなサービスを作

りたいかなどの将来像があって，それ

を実現するためにはどんな技術が必要

なのかなどを考えた後に開発していき

ます．常に実現したいサービスの全体

像を考えながら開発しています．

　委員：現在開発している技術をリア

ルタイムで提供するためには計算機の

性能に頼る部分もあるのでしょうか？

　志水：このような技術は計算機の性

能に頼る部分は確かにあります．近年

のマルチコアなどの技術により可能に

なった並列演算処理は，パノラマ画像

生成や MVC のリアルタイム処理実現

に非常に役に立ちます．高度な画像処

理を実時間で行うために計算機の性能

が向上することはうれしいことです．

今後，どんどん計算機性能が向上する

ことを期待しています．

　委員：三次元情報やパノラマ映像の

生成では，画像処理のプログラムの改

良と装置の配置や性能の改良では，ど

ちらが重視されているのでしょうか？

　志水：人にもよりますが，われわれ

は画像処理アルゴリズムの改良を重視

しています．装置頼りでやるのは現段

階では解像度もフレームレートも低く

実用的ではないという点とコストの問

題があるからです．今後それらの装置

が発達した場合には装置面からのアプ

ローチも考えていきたいと思います．

しかし，画像処理で扱う画像から三次

元情報を作り出す問題は，本来ない情

報を作り出す逆問題であり，100％

解ける問題ではありません．最終的に

は装置を使って三次元情報を直接取得

したほうがそのものを取得しているこ

とになるため，より良くなると思いま

す．

　委員：複数のカメラで撮影するとき

は光がかなり重要になってくるのでは

ないのでしょうか？

　志水：はい，かなり重要となってき

ます．撮っている領域がカメラによっ

て異なるので，光のバランスが異なる

と全く違うものを撮っているような映

像になってしまいます．また，カメラ

のほうも重要であり，市販のカメラで

ゲインコントロールが付いているもの

は映像を勝手に補正してしまうので，

設置している位置ごとに補正の度合い

が異なり，全く違う被写体を撮ってい

るように見えてしまいます．

　委員：現在開発されている技術で

サービスを提供しても十分おもしろい

ものになると思うのですが，実現はま

だできないのでしょうか？

　志水：今まではテレビは椅
い

子に座っ

て気軽に見るスタイルが続いてきまし

たので，見たいところを自分で操作す

るこのサービスをいきなり提供する

と，ユーザの中には「なんだこの面倒

なシステムは」と感じる人もいると思

いますので，すぐにサービスを提供す

ることは困難だと思っています．たと

えば最初はネット上で配信し，ユー

ザーの反応を見てから考えていきたい

と思っています．あとは，処理速度も

十分とは言えないため，その面での改

良も必要と考えています．

６ おわりに

　今回の見学によって，NTT では研

究開発において，ユーザの視点を非常

に重要視していると感じた．今後

NTT からおもしろく使いやすいサー

ビスが提供され，私たちの身の回りの

情報通信環境がさらに豊かになること

を楽しみにしている．

　最後になりましたが，今回の見学の

司会進行をしていただいた臼倉氏（図

7），施設の説明をしていただいた渋

谷氏，研究技術の説明およびインタ

ビューに応じていただいた鈴木氏，渡

辺氏，磯貝氏，志水氏に深く御礼申し

上げます．

（文責　メカライフ学生編修委員　黒澤瑛

介，居合徹，上野弘傑，栗山健太，松尾匤史）

図 7　�臼倉氏（左端）とメカライフ学生委員
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